
 

0 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

美濃市ＳＤＧｓ推進計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０２４年（令和６年）３月 

美濃市 
 

 

 
 



 

1 

 

目次 
 

策定の目的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

持続可能な開発とは・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

１．将来ビジョン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（１）地域の実態・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（２）今後の取り組む課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

（３）２０３０年のあるべき姿・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

（４）持続可能性を高める為の取組・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

 

２．自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組・・・・・・・・・・・・・・７ 

（１）自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組・・・・・・・・・・・・・７ 

（２）情報発信・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（３）取組の普及と展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

３．ＳＤＧｓ推進による地域社会の活性化・・・・・・・・・・・・・１２ 

（１）市民に期待する取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

（２）事業者、団体に期待する取組・・・・・・・・・・・・・・・・１６ 

 

４．推進体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

（１）計画への反映・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

（２）行政内部及び外部の執行体制・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

（３）ＳＤＧｓの理解浸透・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

（４）ステークホルダーとの連携・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

（５）自律的好循環の形成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 
５．地方創生・地域活性化への貢献・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

 
【参考資料】 

美濃市第６次総合計画・ＳＤＧｓ関連表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

2 

 

策定の目的 
ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、持

続可能でより良い世界を目指す為に２０１５年の国連サミットで採択された

国際目標である。「誰一人取り残さない」との原則のもと、17 の目標が設定さ

れ、２０３０年を達成期限と定められた。 

ＳＤＧｓの実現に向けては、国レベルだけではなく、市民のくらしに密着し

た地域の取組も重要であり、その基本理念は住民の福祉の増進を図ることを

目的とする地方自治体において、非常に共感のできるものである。 

美濃市では、２０２１年（令和３年）度から令和１２年度を計画期間とする

「美濃市第６次総合計画」において、目指すべき将来都市像として「一人ひと

りが挑戦夢かなえるまち」を掲げており、その実現に向けて市が推進する施策

や事業は、ＳＤＧｓと関わりが深いものである。 

そこで、「美濃市ＳＤＧｓ推進計画」を定め、2030 年のあるべき姿を位置

付けるとともに、庁内外に発信・共有することで美濃市全体でのＳＤＧｓの

理念等に対する関心を高める機運を醸成する。さらには、ＳＤＧｓの達成に

向けて、行政、事業者等、市民がそれぞれの取組を行うことにより、「魅力

と活力あふれる持続可能なまち」の実現を目指していく。 
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持続可能な開発とは 
持続可能な開発とは、「今」のことだけではなく、「未来」の人や環境のこと

を考えて行動し、これからの発展につなげることを意味する。例えば、私たち

の財産であるきれいな山や川等の自然環境を守ること、限りある資源を大切

に使うこと、昔から伝わる伝統や文化を次世代に引き継ぐこと等は、持続可能

な開発に結び付く取組のひとつといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※Credit:Azote for Stockholm Resilience Centre,Stockholm University 

(美濃市で一部翻訳を追記) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この図はＳＤＧｓウエディングケーキモデルといわれるもので、ケーキ

の土台の部分に「環境」の層があり、その上に「社会」と「経済」の層が重

ねられている。経済は社会に、社会は環境に支えられており、経済や社会の

発展には豊かな環境が必要不可欠であることを表している。持続可能な開

発を進めるには、これらの三側面を調和させることが大切である。 
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１ 将来ビジョン 
（１）地域の実態 

（地域特性） 

美濃市は濃尾平野の最北端に位置している。面積（ 117.01 ㎢）の約８割

（ 92.27 ㎢）が森林であり、清流長良川や板取川等を有する自然豊かなまち

である。また、 1300 年の伝統を誇る「美濃和紙」や、重要伝統的建造物群保

存地区「うだつの上がる町並み」等の豊富な歴史的・文化的資源を有する伝統

文化が息づくまちである。 

（人口動態） 

美濃市の総人口は、１９８５年の２６，９３５人をピークに、以降減少に 

転じており２０５０年には、１１，３４３人まで減少すると推計されている。 

年少人口（１５歳未満）及び生産年齢人口（１５歳～６４歳）の割合は、一

貫して減少する一方、老年人口（６５歳以上）の割合は、年々増加している。 

美濃市における人口の推移及び推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美濃市における年齢３区分人口の推移及び推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2020 年までは総務省「国勢調査」

2025 年以降は国立社会保障・人口問

題研究所「日本の地域別将来推計人口

(令和 5(2023)年推計)」 
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（産業構造等） 

 美濃市の産業分類別就業者数を見ると、製造 

業（第二次産業）が最も多く、全体の約５０％を 

占めている。次いで卸売業、小売業（第三次産 

業）が１４％を占めている。 

また、全国・県と比べて製造業、農林業の特化 

係数が高いことが特徴である。 

 近年の傾向では、農林業（第一次産業）に就業 

している人は大幅に減少し、第三次産業（卸売業 

等）に就業している人の割合は増加傾向である。 

第二次産業（製造業等）は近年では減少傾向 

に転じている。 

 

※特化係数とは 

全国の平均的な構成比と比較することでどの産業に特化しているのかを示す指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）今後取り組む課題 

人口減少や少子高齢化の進展に加え、地域コミュニティの維持や財政難、さ

らには、伝統産業や観光産業をはじめ、地域全体が衰退の危機にある。こうし

たことを踏まえ、「経済」「社会」「環境」の各面における課題を整理し、各課

題の解決に向け推進していく。 

【経済面】 

 〇文化が息づくまちづくりの推進 

【社会面】 

〇歴史・文化・伝統の保存、継承 

【環境面】 

 〇恵みの源となる豊かな自然環境の保全 
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（３）２０３０年のあるべき姿 

先人たちが守り、築き上げてきた自然や歴史・伝統が後世に引き継がれるとと

もに、それらを活かした地域経済の活性化を目指す。また、心豊かでうるおいの

ある暮らしを営むことができ、地域の魅力と活力があふれる、持続可能なまちを

実現する。 

 

【経済面】 

 地域資源の活用により、観光をはじめとした基盤産業が成長し、市外からの資

金・人材の獲得が進むとともに、産業間・事業者間のつながりの強化により、市

内経済全体への波及と経済の好循環が生まれ、まち全体が賑わいと魅力にあふ

れている。 

 

【社会面】 

先人から受け継いだ歴史遺産、伝統文化が守られ、学校・地域・事業者等多様

な主体（ステークホルダー）の協働・連携した取組により、郷土への誇りや愛着

が育まれるとともに、美濃市の歴史・伝統が国内外へ広く周知され、持続可能な

地域づくりに対する国際的協働が進んでいる。 

 

【環境面】 

 川や森、大地等の自然がもたらす多様な恩恵への理解が進み、環境の保全が図

られるとともに、豊かな自然の恵みを活かした地域産業の活性化が図られ、さら

に地域の自然の恵みを活かすまちづくりが進んでいる。 

 

（４）持続可能性を高める為の取組 

美濃市ならではの伝統文化や豊かな自然資源を最大限に活用し、地域経済の

発展と持続可能性を高め、魅力と活力あふれるまちを目指す。 
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２ 自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組 
（１）自治体ＳＤＧｓの推進に資する取組 

【経済面の取組】 

〇基本方針（文化が息づくまちづくりの推進） 

 

 

 

 

 

 

 

多彩な観光プランの構築 

【施策１９】 

 

※美濃市第６次総合計画内の施

策Ｎｏを示しています。 

「美濃和紙」や、重要伝統的建造物群保存地区「う

だつの上がる町並み」等の歴史・文化的資源のさ

らなる磨き上げ、産業や自然を活かした体験メニ

ュー等の構築等を行い、それらを組み合わせた

「滞在・体験型」の新たな観光プランを造成する。 

 

観光客受入環境の整備 

【施策１９】 

滞在時間や観光消費額の拡大、観光客の利便性を

高める観光施設・案内設備等の整備をする。 

販路開拓・プロモーション

の推進 

【施策３１】 

美濃和紙を用いた新商品開発等の支援を行うと

ともに、「美濃和紙ブランド」を活用した販路開

拓、国内外に対するプロモーションを実施する。 

商業・サービス業・工業の

振興 

【施策２６】【施策２７】 

商店及び商業団体、市内事業者との連携及び支援

を通じて、市内産業の活性化を図り、地域の稼ぐ

力を強化する。 

 

 

ゴール番号 取組における評価指標（ＫＰＩ） 

８．３ 

８．９ 

９．２ 

 

 

 

 

 

 

指標：観光入込客数（年間） 

２０２１年 

６６万人 

２０３０年 

１２６万人 

指標：延べ宿泊者数（年間） 

２０２１年 

１０，１５８人 

２０３０年 

１７，５００人 

指標：美濃和紙ブランド協同組合売上高（年間） 

２０２１年 

７８億円 

２０３０年 

８２億円 

●「美濃和紙」「うだつの上がる町並み」「豊かな自然」を最大限に活用し、経 

済波及効果の高い「滞在・体験型」の観光地づくりを推進 

●各種事業者への支援により地域の「稼ぐ力」を強化し、地域経済の活性化を実現 
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指標：商品販売増加率 

２０２１年 

２８億円 

 （経済センサス活動調査より） 

２０３０年 

３０億円 

（１０％増加） 

指標：製造品出荷額増加率 

２０２１年 

     １３６億円 

（工業統計調査より） 

２０３０年 

１４９億円 

（１０％増加） 

 

【社会面の取組】 

〇基本方針（歴史・文化・伝統の保存、継承） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと教育（美濃学）の

推進 

【施策１７】 

【施策２０】 

市内の伝統的な祭りや風習、文化を後世に引き継

いでいく為、市民がふるさとを学ぶ機会を提供す

るとともに、伝統文化を保存・継承する後継者の

育成に努める。 

学校においては美濃市の人、自然、文化、歴史、

伝統、産業を積極的に取り入れ、地域のよさを活

かした教育を行うとともに、地域とともに特色あ

る学校づくりを推進する。 

 

地域コミュニティ、市民団

体の活動促進 

【施策４３】 

市民一人ひとりがよりよい「まちづくりの担い

手」として活躍できる仕組みを構築するととも

に、地域におけるコミュニティ活動の活性化に努

める。 

 

自治会への支援・連携 

【施策４３】 

地域生活における防災、福祉、環境整備等、重要

な役割を担う基礎組織である自治会と連携し、自

治会活動や地域行事等の活動を支援する。 

 

「美濃和紙」の伝統技術の

保存・継承 

【施策３０】 

美濃手すき和紙協同組合や本美濃紙保存会等の

組織強化や活動支援のほか、手すき和紙技術を習

得しようとする人材の発掘や、手すき和紙後継者

への技術的な支援等を実施する。また、原料の安

定供給にも取り組むほか、簀桁等の用具製作者の

育成支援等を実施する。 

●自治会をはじめとした地域住民との連携・協力により、郷土への愛着、誇り 

を醸成するとともに、歴史・文化・伝統を後世へ継承 

●１３００年の伝統を誇る「美濃和紙」や、江戸時代に築かれた重要伝統的建造

物群保存地区「うだつの上がる町並み」等、美濃市が誇る歴史・文化・伝統の

保存 
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うだつの上がる町並みの修

理・修景 

【施策２１】 

重要伝統的建造物群保存地区内建造物の修理・修

景を推進するとともに、周辺地域の歴史的建造物

と祭礼を一体的に捉え、美濃和紙の商いで繁栄し

た商家町としての歴史的風致の維持向上を図る。 

 

 

 

ゴール番号 取組における評価指標（ＫＰＩ） 

４．７ 

８．９ 

９．２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標：美濃手すき和紙協同組合会員数 

２０２１年 

１８人 

２０３０年 

２５人 

指標：本美濃紙保存会後継者数 

２０２１年 

１１人 

２０３０年 

１３人 

指標：重要伝統的建造物群保存地区内修理・修景

事業の実施件数（累計）  

２０２１年 

１５０件 

２０３０年 

１９５件 

指標：歴史的風致形成建造物の指定件数（累計） 

２０２１年 

２件 

２０３０年 

１２件 

 

【環境面の取組】 

〇基本方針（恵みの源となる豊かな自然環境の保全） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●不法投棄の抑制、計画的な森林整備により恵みの源となる清流長良川、板取 

川及び市域の８割を占める森林等豊かな自然環境の保全を推進 

●廃棄物減量、リサイクルの推進により循環型社会を構築し、環境への負荷を軽

減 

●地産地消の推進により食と農についての理解を深めるとともに、郷土への愛 

着及び環境保全意識を醸成 

●事業者等との連携による市民向けの木育を通じ、林業の担い手となる森林技

術者を育成 
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廃棄物不法投棄の抑制 

【施策４０】 

 

豊かな川や森、山を未来に残せるよう不法投棄の

抑制に努めるとともに、利用者へのマナー啓発を

実施する。 

 

循環型社会づくりの推進 

【施策４１】 

廃棄物減量、リサイクルの推進により、循環型社

会を構築する。 

 

地産地消の推進 

【施策２４】 

市内直売所での農産物販売や学校給食への地場

産品の導入による、地産地消を推進する。 

 

里山・奥山等環境林の再生

整備 

【施策２５】 

快適でうるおいある生活環境を創出する為、集落

周辺の里山や水源となる奥山等環境林の再生整

備を推進する。 

林業とのふれあいの促進と

担い手育成 

【施策２５】 

事業者等との連携による市民向けの木育や森づ

くり活動を実施し、林業に対する理解を深めると

ともに、林業の担い手となる森林技術者の確保・

育成を推進する。 

 

 

 

ゴール番号 取組における評価指標（ＫＰＩ） 

１１．４ 

１３．３ 

１４．１ 

１５．２ 

１５．４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標：河川利用者による廃棄された放置ごみの減

量化率（夏期６月～９月の合計） 

２０２１年 

２．５ｔ 

２０３０年 

１．２５ｔ 

（５０％減量） 

指標：ごみの減量化率（可燃・不燃・粗大ごみ） 

２０２１年 

３，７７５ｔ 

２０３０年 

３，３９７ｔ 

（１０％減量） 

指標：リサイクル量の増加率（ペットボトル・食

品トレイ・空き缶・ガラスビン） 

２０２１年 

１９２ｔ 

２０３０年 

１７３ｔ 

（１０％減量） 

指標：森林技術者数（年次） 

２０２１年 

２５人 

２０３０年 

２７人 
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〇三側面の取組の相乗効果 

 

 

 

 

 

各側面の相乗効果を高め持続可能なまちへ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）情報発信 

 美濃市のＳＤＧｓ推進計画の取組について、市内外に積極的な情報発信を図

る。 

（市内向け） 

 美濃市におけるＳＤＧｓの取組を、ホームページ及び広報誌等の各種媒体を

利用し情報発信を行う。記載事項については、１７のゴールに市民が取り組みや

すい事例を紹介する等市民一人ひとりがＳＤＧｓ推進を意識するよう啓発する。        

なお、情報発信及び普及啓発実施については関係団体等と連携を図る。 

 

（市外向け） 

 美濃市の強みを活かし、観光パンフレットやポスター、観光協会公式サイト、 

各種イベントにおける周知等、観光ツールを活用したＳＤＧｓの取組の発信に 

よる普及啓発を図る。 

また、岐阜県の「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワークの活用をはじめ、 

セミナー、フォーラムの開催における連携等、効果的な情報発信を行う。 

 

（海外向け） 

 多言語観光パンフレット、ホームページ、ＳＮＳ等を通じて、情報発信を図る。 

経済・社会・環境の三側面からの取組を推進し、「魅力と活力あふれる持続可

能なまち」を実現 
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【家の外でできること】 

〇地元の農産物を購入する 

〇健康診断をうける 

〇公共交通機関で移動する 

〇プラスチック製品の使用を控える 

〇マイボトルを持ち歩く 

〇地域のハザードマップや避難所について調べる 

【家の中でできること】 

〇家事や子育ての分担について話し合う 

〇水を出しっぱなしにしないようにする 

〇トイレの水を流すときは大小のレバーを使い分ける 

〇太陽光等の再生可能エネルギーを活用する 

〇食べ残しや作りすぎを減らし、食品ロスをなくす 

〇家族で防災会議を開く 

 

【地域（職場や学校）でできること】 

〇貧困の現状や原因について学ぶ 

〇働き方改革を実践する 

〇友達や同僚と仲良くする 

〇開発途上国への支援について学ぶ 

〇新しい技術について調べる 

〇世界でどんなことが起きている調べる 

 

 

 

〇地域社会で学ぶ機会を増やす 

〇お互いを認め、お互いを大切にする気持ちを持つ 

〇差別的な慣行をなくす 

〇災害時に助けあえるよう、住民間の絆を深める 

〇子ども会や自治会活動に参加してみる 

〇ＳＤＧｓの達成に向けたイベントに参加する 

 

 

（３）取組の普及と展開 

美濃市の伝統文化や豊かな自然資源を軸とし、経済・社会・環境の三側面をつ

なぎ「魅力と活力あふれる持続可能なまち」を実現するために、市民や地域、各

種団体、事業者等の主体的な取組を促し、意識の向上を図る。 

また美濃市においても、ＳＤＧｓの活動を市内外に共有・展開していくことで、

他自治体や市民及び関係団体・事業者との協働を進める。 

 

３ ＳＤＧｓ推進による地域社会の活性化  
（１）市民に期待する取組 

 ＳＤＧｓへの理解を深め、地域活動への参加や環境に配慮した消費等、市民一

人ひとりが主体的に考え、生活の中でＳＤＧｓの達成に貢献する。 

 

※本取組は、一例を示したものです下記項目以外においても、ＳＤＧｓの達成のための取組があります。 
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目標３ 

すべての人に健康

と福祉を 

●育児や家事を平等に分担する 

●育児について話し合う 

※６歳から１１歳の子供のうち、一生小

学校に通うことができない女の子は男

の子の約２倍です 

 

（目標別の取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目標１ 

貧困をなくそう 
 目標２ 

飢餓をゼロに 

 
目標４ 

質の高い教育をみん

なに 

 

 

 

 

目標５ 

ジェンダー平等を実

現しよう 

目標６ 

安全な水とトイレを

世界中に 

●子どもの貧困を考える 

●募金や寄附の活動に参加する 

※世界中では６人に 1 人の子ども達が

「極度に貧しい」暮らしをしています 

 

●多くの意見を聞き学びあう 

●積極的に学ぶ機会を増やす 

※アフリカ地域では、５人に 1 人が小学

校に通えません 

●バランスのいい食事と良質な睡眠

を心がける 

※推奨される睡眠時間は 6～8 時間未満

です 

 

●食べ残しをやめる 

※国民一人の食品ロス量は１日あたり

お茶碗一杯分になります 

年間約７キロの廃棄 

●歯磨きやシャワーの水はこまめに

止める 

※30 秒で約 6 リットルの水が流れてい

ます 
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目標９ 

産業と技術革新の基

盤を作ろう 

目標１０ 

人や国の不平等をな

くそう 

目標１２ 

つくる責任つかう責

任 

目標１１ 

住み続けられるまち

づくりを 

●積極的に新しいサービスや技術に

触れてみる 

※世界で、約２７億人の人がインターネ

ットにアクセスできません 

●いじめや差別をしない・させない 

●異文化を知ろう 

※世界のもっとも豊かな１パーセントの人が

世界全体の富の約３３パーセントを持ってい

ます 

●ごみの分別をする 

●不用品はリサイクルに出す 

※既に地球１個半にあたる資源が使わ

れているといわれています 

●地域の清掃や防災活動に参加する 

●公共交通機関を使用する 

※人々が避難や移住をしなければならない

自然災害の発生件数が増えています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目標７ 

エネルギーをみんな

にそしてクリーンに 

 
目標８ 

働きがいも経済成長

も 

 

●電気はこまめに消す 

●再生エネルギーについて考える 

※世界で電力を使えない人は約 7億人で

す 

●ワークライフバランスを大切に 

●地産地消商品を買う 

※５歳から１７歳までの子どもの５人

に 1 人が、労働を強いられています 
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●紙資源を再利用してペーパーレス

化を進める 

※絶滅の危機にさらされている割合で

す(鳥類 14 ﾊﾟｰｾﾝﾄ,哺乳類 25 ﾊﾟｰｾﾝﾄ,両生

類 41 ﾊﾟｰｾﾝﾄ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
目標１３ 

気候変動に具体的な

対策を 

 
目標１５ 

陸の豊かさも守ろう 

 
目標１７ 

パートナーシップで

目標を達成しよう 

 
目標１６ 

平和と公正を全ての

人に 

 
目標１４ 

海の豊かさを守ろう 

●車での移動を減らす 

●植物を育ててみる 

※日本の熱帯夜の日数は３０年前と比

較すると２.８倍です 

●家族や友人等とＳＤＧｓについて

話し合う 

 

●地域コミュニティを広げ、安全安

心なまちづくりに参加する 

※世界のどこかで、５分に１人、子ども

が暴力によって亡くなっています 

●マイボトルやマイ容器を使用する 

●綺麗な川を維持する 

※プラスチックゴミが年間９００～１４

００万トン海に流れ出ています 
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【企業活動でできること】 

〇資源や廃棄物の削減・再使用・再利用、環境に配慮した原材料の調達や製品の製造 

〇温室効果ガスの排出の削減、再生可能エネルギーの利用 

〇高齢者や障がい者の雇用環境の充実と雇用   

〇テレワーク、サテライトオフィスの導入や活用 

〇CSR、CSV の実施（学校教育への協力、地域への寄附等の地域貢献活動） 

〇災害発生時の行動マニュアルや、初期消火訓練の実施 

 

 

CSR：企業の社会的責任(Corporate Social Responsibility) 企業が社会や環境と共存し、持続可能な成長を図るため、その活動の影

響について責任をとる企業行動 

CSV：共通価値の創造(Creating Shared Value) 企業が社会課題等に取り組むことで経済的価値を創造しながら社会的価値も創造す

ること。 

 

 

 

 

 

（２）事業者、団体に期待する取組 

経営にＳＤＧｓの理念を取り込み持続可能な事業運営を行うほか、専門的ノ

ウハウや技術等を活用した課題解決手法を開発、提供する等、事業を通じてＳＤ

Ｇｓの達成に貢献する。 

※本取組は、一例を示したものです下記項目以外においても、ＳＤＧｓの達成のための取組があります。 
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４ 推進体制 
（１）計画への反映 

（美濃市第６次総合計画） 

令和３年３月に令和１２年を目標年次とした市

の最上位計画である「美濃市第６次総合計画」を策

定した。本計画は美濃市の掲げる理想のまちの実現

を目指すものであり、ＳＤＧｓに掲げられた目標と

同じ方向性であることから、ＳＤＧｓの１７の目標

と各施策との関係性を整理し、施策ごとに関連する

アイコンを明示したところであり、本計画に基づい

た施策の推進を通じて、「誰一人取り残さない」持続

可能で多様性のある社会の実現を目指していく。 

  

 

 

 

 

 

 

（カーボンニュートラルみのアクションプラン） 

 令和５年９月に令和１２年を目標年次としたカ

ーボンニュートラルみのアクションプラン（美濃

市地球温暖化対策実行計画）を策定したが、これ

らにおいてもＳＤＧｓの理念を掲げ、取組を推進

していくこととした。 

 

 

 

※今後策定を行うその他の個別計画等も必要に応じ、適宜、ＳＤＧｓの理念やゴ

ールを反映していく。 
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（２）行政内部及び外部の執行体制 

美濃市におけるＳＤＧｓの実現に向けて、市長を本部長とした市幹部で構成

する「推進本部」及び市民・事業者・各種団体、行政等で構成する「推進協議会」

を中心とした体制で推進する。関連する施策等を総合的かつ効果的に推進する

ために、関係部署相互が緊密な連携を図り、取組を進める。なお、ＳＤＧｓの取

組に関連が特に深い「美濃市カーボンニュートラル推進協議会及び推進本部」と

は、情報共有を図るとともに、横断的に連携して各種取組を進める。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ＳＤＧｓの理解浸透 

 市民、事業者、団体等がＳＤＧｓに対する主体的な行動に取り組むためには、

行政が率先してＳＤＧｓに関連した取組を進める必要があることから、職員の

ＳＤＧｓの理念や意義等の理解を深めるための職員研修等を実施する。 

 また、ＳＤＧｓとの関連性が高い事業イベント等の実施にあたり、ＳＤＧｓの

理念や意義、必要性、関連情報を積極的に発信する等、市民等に対する情報発信・

普及啓発に取り組む。 

 

（４）ステークホルダーとの連携 

（国・県との取組と連携） 

 市単独でＳＤＧｓに関する課題解決を行うだけではなく、国・県と連携して、

より相乗効果が高い取組の創出を推進する。そのため、国・県の事業等を積極的

に活用し連携を図る。 

国の地方創生ＳＤＧｓ官民連携プラットフォームや県の「清流の国ぎふ」ＳＤ

Ｇｓ推進ネットワークを活用し、ＳＤＧｓに関する情報や先進事例の収集に努

める。 

 

（多様な主体との連携） 

 ＳＤＧｓに関する各施策を進めるにあたっては、市民や地域の団体、事業者、

大学、他の地方自治体等の多様な主体（ステークホルダー）と連携して取組を進

めていく。 

各主体の責任と参画

による計画の推進 

市 民 事業者 

ＳＤＧｓ 

推進協議会・本部 

カーボンニュートラル

推進協議会・本部 

市役所 

(行政) 

 
連 携 
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（５）自律的好循環の形成 

（市民の参画） 

 美濃市の伝統文化・豊かな自然資源を持続可能なものにするためには、市民の

理解と参画が欠かせない。ＳＤＧｓを「自分こと」と理解し、自発的に地域課題

解決に取り組む契機や機運を醸成していく。 

また、一人ひとりができること、地域全体でできることについて、自発的に考

え行動できるようになる。 

 

（事業者等の参画） 

美濃市の伝統文化・豊かな自然資源を持続可能なものにするためには、事業者

等の理解と参画が欠かせない。ＳＤＧｓを「自社のこと」と理解し、自発的に地

域課題解決に取り組む契機や機運を醸成していく。 

 また、ＳＤＧｓに配慮した事業活動や、地域の環境保全に貢献できる活動を組

織として自発的に取り組むことができるようになる。 

 

 

５ 地方創生・地域活性化への貢献 
「美濃市第６次総合計画」は、ＳＤＧｓの理念を踏まえて策定されたものであ

り、ＳＤＧｓを踏まえた施策の推進を掲げると共に、全ての施策とＳＤＧｓの１

７ゴールを対応させている。（参考：美濃市第６次総合計画・ＳＤＧｓ関連表） 

このことから、本市が総合計画において掲げる将来都市像の実現に向けて取

り組むことは、ＳＤＧｓの推進につながるものである。 

本計画は、上記の計画等に基づく取組をＳＤＧｓの視点から再構成したもの

である。本計画に基づく①経済面②社会面③環境面に関する取組を市民や事業

者等やステークホルダーと強力に連携し、ＳＤＧｓの目標達成を図り、取組を着

実に推進することにより、「まち」「ひと」「しごと」の創生と好循環の創出、ひ

いては地方創生・地域活性化に貢献するものである。 


